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空間演出デザインコース 
入学ガイダンス

③
各科目の履修方法



TR 
科目

学部共通専門教育科目（TR）は自宅でレポートを作成して合格した後、単位修得試験を受験する科目で
す。本書pp.10～11「履修条件図」に掲載されている学部共通専門教育科目（必修科目、二級建築士受験
資格指定科目）はすべてairUマイページ（Web）上での履修となります。
自宅でairUマイページにてシラバスを確認の上、テキストや参考文献、提供される教材をもとに学習しレ
ポートを完成させます。完成したレポートはairUマイページを使ってデータ提出し、教員の添削指導を受け
ます。合格後、airUマイページで単位修得試験を指定の期日内に受験し合格すれば単位認定となります。

airUマイページ
ログイン

シラバス確認
（映像視聴）
（章末テスト）

レポート作成
提出

合格 単位修得試験
受験

合格 単位認定 ふりかえり

●履修順序
必修科目の学部共通専門教育科目では特に履修の順序はありませんが、卒業制作に取り組む前年度末ま
でに満たすべき「卒業制作着手要件」に「マーケティング概論」「ブランディングデザイン論」「生活空
間デザイン史」「インテリア計画論1」が含まれていますので、留意して履修計画をたててください。

●提出の受付と返却の目安
・TR科目の提出
　4月、7月、10月、1月の21日～30日　13：00まで
　　・airUマイページは当日13：00大学サーバー着信分まで
　　・返却は提出月度の翌月下旬（20日～ 28日前後）をめどに行います。

各提出期間の締切後に到着したものは、次の提出期間に受け付けます。注意してください。

●単位修得試験
TR科目はレポート合格後、単位修得試験に合格しなければ単位認定されません。忘れず指定期間内に受
験してください。Web試験は事前申込不要です。
▶airUマイページでの単位修得試験は『学習ガイド』pp.40 ～ 41参照。

●airU学習ガイドをよく確認してください
提出にあたっての注意事項はairU学習ガイド＞2.履修・学習＞「テキスト科目（TR）」をよく確認する
ようにしてください。また、『学習ガイド』pp.184 ～ 187「論文・レポートを書くために」でレポート書
き方のルールが説明されていますので、こちらも参照してください。

●二級建築士受験資格指定科目は自由選択科目です
二級建築士受験資格を卒業と同時に得ようとする方は卒業までに指定科目10単位（5科目）を合格する
必要があります（▶本書p.6参照）。ただし、自由選択科目ですので、合格しなくてもその他の卒業要件
を満たした場合は卒業となり受験資格は得られなくなりますので、早期の受講を推奨します。

履修にあたってのルール

その他

12. 学部共通専門教育科目（TR）※必修科目
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TW 
（TX） 
科目

コース専門演習テキスト科目は自宅で作品制作を行う科目です。
自宅でairUマイページにてシラバスを確認の上、テキストや参考文献、提供されるWEB教材などをもと
に学習し作品を完成させます。完成した作品を、airUマイページを使ってWebでデータ提出、もしくは
実物を郵便・窓口へ提出し、教員の添削指導を受けて合格すれば完了です。添削文で受けた指導・講評
をもとにブラッシュアップして課題作品集（※）にまとめておきましょう。
　（※）課題作品集のまとめ方については、airUキャンパス＞コースサイト＞学習支援＞卒業制作に必要となる
　　　　「課題作品集の作り方」参照。

airUマイページ
ログイン

シラバス確認
（映像視聴）

作品制作
提出

合格 単位認定
ふりかえり

「課題作品集」に
まとめる

●履修順序と前提条件
テキスト科目では、着実にステップアップするために年次ごとに履修の前提条件を設けています。1年次
科目→2年次科目→3年次科目→4年次科目（卒業制作）の順に履修してください。同じ年次の科目どう
しでは履修順序はなく同時履修が可能ですが、本書pp.10～11「履修条件図」の左上から順に履修するこ
とをお勧めします。

＜テキスト科目の履修の前提条件＞

●提出の受付と返却の目安
・TW科目（1 ～ 3年次科目）の提出
　4月、5月、7月、8月、10月、11月、1月、2月の11日～20日【必着】※消印不可
　　・airUマイページは当日13：00大学サーバー着信分まで
　　・窓口提出は当日窓口受付時間まで
　　・返却は提出月度の翌月中旬（10日～ 18日前後）をめどに行います。
・ TX科目「空間演出デザイン演習Ⅳ」（4年次科目）の提出期間は本書p.7、およびairUマイページより
シラバスの該当ページを確認してください。返却は課題提出締切日の約25日後をめどに行います。

各提出期間の締切をわずかでも過ぎてしまった場合は、次の提出期間での受け付けとなりますので注意
してください。

履修にあたってのルール

年次
1年次

〔4科目4課題〕

2年次
〔4科目4課題〕

3年次
〔2科目2課題〕

4年次
〔1科目2課題〕

なし

1年次テキスト科目を
全て合格済みであること。

2年次テキスト科目を
全て合格済みであること。

3年次テキスト科目を全て合格済みであり、
「卒業制作3～6」の履修の前提条件を満たしていること。

4科目の中から、どれからでも履修可。
4科目の同時履修提出も可。

4科目の中から、どれからでも履修可。
4科目の同時履修提出も可。

第1課題合格後、第2課題に着手可。

2科目の同時履修提出も可。

履修の前提条件 備考

10. 専門演習テキスト科目（TW・TX）
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コース専門科目の履修形態

『コースガイド』p18, 22, 25参照

ログイン
スクーリング申込
シラバス確認 事前課題 スクーリング

受講
合格 単位認定

※一部の科目では、自宅で受講する
　遠隔授業を選択できます。

S 
科目



TW 
（TX） 
科目

コース専門演習テキスト科目は自宅で作品制作を行う科目です。
自宅でairUマイページにてシラバスを確認の上、テキストや参考文献、提供されるWEB教材などをもと
に学習し作品を完成させます。完成した作品を、airUマイページを使ってWebでデータ提出、もしくは
実物を郵便・窓口へ提出し、教員の添削指導を受けて合格すれば完了です。添削文で受けた指導・講評
をもとにブラッシュアップして課題作品集（※）にまとめておきましょう。
　（※）課題作品集のまとめ方については、airUキャンパス＞コースサイト＞学習支援＞卒業制作に必要となる
　　　　「課題作品集の作り方」参照。

airUマイページ
ログイン

シラバス確認
（映像視聴）

作品制作
提出

合格 単位認定
ふりかえり

「課題作品集」に
まとめる

●履修順序と前提条件
テキスト科目では、着実にステップアップするために年次ごとに履修の前提条件を設けています。1年次
科目→2年次科目→3年次科目→4年次科目（卒業制作）の順に履修してください。同じ年次の科目どう
しでは履修順序はなく同時履修が可能ですが、本書pp.10～11「履修条件図」の左上から順に履修するこ
とをお勧めします。

＜テキスト科目の履修の前提条件＞

●提出の受付と返却の目安
・TW科目（1 ～ 3年次科目）の提出
　4月、5月、7月、8月、10月、11月、1月、2月の11日～20日【必着】※消印不可
　　・airUマイページは当日13：00大学サーバー着信分まで
　　・窓口提出は当日窓口受付時間まで
　　・返却は提出月度の翌月中旬（10日～ 18日前後）をめどに行います。
・ TX科目「空間演出デザイン演習Ⅳ」（4年次科目）の提出期間は本書p.7、およびairUマイページより
シラバスの該当ページを確認してください。返却は課題提出締切日の約25日後をめどに行います。

各提出期間の締切をわずかでも過ぎてしまった場合は、次の提出期間での受け付けとなりますので注意
してください。

履修にあたってのルール

年次
1年次

〔4科目4課題〕

2年次
〔4科目4課題〕

3年次
〔2科目2課題〕

4年次
〔1科目2課題〕

なし

1年次テキスト科目を
全て合格済みであること。

2年次テキスト科目を
全て合格済みであること。

3年次テキスト科目を全て合格済みであり、
「卒業制作3～6」の履修の前提条件を満たしていること。

4科目の中から、どれからでも履修可。
4科目の同時履修提出も可。

4科目の中から、どれからでも履修可。
4科目の同時履修提出も可。

第1課題合格後、第2課題に着手可。

2科目の同時履修提出も可。

履修の前提条件 備考

10. 専門演習テキスト科目（TW・TX）

18

コース専門科目の履修形態①

『コースガイド』p18参照

上記の流れについて、airUマイページで確認しよう

※課題作品集とは？
授業の成果物を振り返り、必要あれば修正を加えてまとめ直した 
作品集です。卒業制作スクーリングに持参が必須となるものです。 
以下リンクのコースサイトにて制作方法を説明しています。
airUキャンパス>コースサイト>学習支援>「課題作品集の作り方」

https://air-u.campus.kyoto-art.ac.jp/course/space/learning_support/%E3%80%8C%E8%AA%B2%E9%A1%8C%E4%BD%9C%E5%93%81%E9%9B%86%E3%81%AE%E4%BD%9C%E3%82%8A%E6%96%B9%E3%80%8D/


ここからシラバスへ！



履修する科目を選択！



まずはシラバスから

バーに従って順に進もう



見
落
と
し
の
無
い
よ
う
に
！



Web教材の提供 等

最初のページから見よう

映像があれば必ず視聴！

PDF資料があれば 
必ずダウンロード！



全てのページを見落としなく



提出ページ



提出するPDFデータを添付 提出ボタン

提出が完了したことを見届ける！ 
（毎年、完了せず未提出になった人が多数います！）



評価確認ページ

評価と講評を確認しましょう

合格したら課題作品集へまとめよう 
→コースサイトにまとめ方を掲載しています。



前半20問：

まずはここから始めよう！

デザイン基礎１「二次元ドリル」
後半20問： 空間演出デザイン演習 Iー1「三次元ドリル」

デザイン基礎１「二次元ドリル」

１日１問でも、週末にまとめて５問でも構いませんので、 
デザインの基礎とともに、学習のリズムを身に付けよう！



ѐ.3

7. 履修条件図

10

ѐ.3ѐ.3

11

TW(TX)科目の履修順序と前提条件
『コースガイド』p18参照



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.11～13参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.11、pp.32～65参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～31

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

TW テキスト作品科目 作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～22

作品
11～20

作品
11～21

作品
11～20

作品
11～20

TX テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

WS Webスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

S スクーリング科目

夏期先行募集
17～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2022年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
12～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
9～（開講30～5
日前）

冬期追加募集
9～（開講30～5
日前）

GS 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2022年度
春季申込
2月中旬～

・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
・ スクーリング科目における追加募集の締切日につきましては、airUマイページ＞スクーリング＞「スクーリングを申し込む」＞スクー
リング一覧より確認してください。

卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
※ ただし、卒業要件の必修TR・TW科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格かつ当該科目以外の卒業要件を充たす見込みの方に限り、冬期の履修を認めることがあります。
　詳細は『学習ガイド』p.70を確認してください。

3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.33～36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.40～45参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.49～57参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.66参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.71～73を確認してください。

4

TW科目 
作品提出：4・5・7・8・10・11・1・2月の年8回 『学習ガイド』 p11参照

『コースガイド』p4 参照

TW科目の履修期間・課題提出期間



TW(TX)科目の注意点

『コースガイド』p18～21参照

□履修の前提条件  
・各年次ごとに履修の前提条件あり。  
□提出の受付と返却の目安  
・TW科目：4, 5, 7, 8, 10, 11, 1, 2月の11日~20日（暦によるズレはあり）  
　※返却は翌月中旬（10～18日）をめど  
・TX科目：科目により締切日を設定  
　※返却は課題提出締切日の約25日後をめど  
□提出にあたって 
・提出物の体裁、提出方法を遵守（不備ある場合評価不能となります。） 
・著作権、剽窃、盗用に注意（学習ガイド参照） 
・airUマイページから提出する場合はデータ容量に注意。  
・提出の未完了が多発していますので注意しましょう！ 

『学習ガイド』 p33-48、p164-166、p190参照



ログイン
スクーリング申込
シラバス確認 事前課題 スクーリング

受講
合格 単位認定

※一部の科目では、自宅で受講する
　遠隔授業を選択できます。

コース専門科目の履修形態②

『コースガイド』p22参照

上記の流れについて、airUマイページで確認しよう

S 
科目

事前提出を忘れず！



履修する科目を選択！



まずはシラバスから

バーに従って順に進もう



スクーリング受講前に確認 
指定の持参物は忘れずに！

　遠隔授業を受講する際は、 
　自宅に準備しましょう



スクーリングには事前課題があります

全て忘れずダウンロード＆確認の
上、事前課題に取り組みましょう



【注意】事前課題は受講前の提出が必須です！ 
忘れた場合、スクーリングの単位が認定できません！

一番下に、提出ボタンが現れます。

ここでも提出完了を見届けること！



開催情報の確認

評価確認ページ

事前課題の印刷物や持参物を忘れず、
スクーリングに臨みましょう！

後日、評価を確認しましょう



遠隔スクーリングを受講する際は 
初日、2日目ともこちらから接続しましょう。

こちらを押すことで接続、出席が記録されます。



ѐ.3

7. 履修条件図

10

ѐ.3ѐ.3

11

S科目の履修順序と前提条件

3年次スクーリングを申し込むには 
このTW科目2つを合格済みのこと

『コースガイド』p22参照



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.11～13参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.11、pp.32～65参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～31

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

TW テキスト作品科目 作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～22

作品
11～20

作品
11～21

作品
11～20

作品
11～20

TX テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

WS Webスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

S スクーリング科目

夏期先行募集
17～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2022年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
12～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
9～（開講30～5
日前）

冬期追加募集
9～（開講30～5
日前）

GS 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2022年度
春季申込
2月中旬～

・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
・ スクーリング科目における追加募集の締切日につきましては、airUマイページ＞スクーリング＞「スクーリングを申し込む」＞スクー
リング一覧より確認してください。

卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
※ ただし、卒業要件の必修TR・TW科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格かつ当該科目以外の卒業要件を充たす見込みの方に限り、冬期の履修を認めることがあります。
　詳細は『学習ガイド』p.70を確認してください。

3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.33～36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.40～45参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.49～57参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.66参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.71～73を確認してください。

4

S科目 
春期（4～6月）分は追加募集で申し込む。 『学習ガイド』 p11参照

『コースガイド』p4 参照

Ｓ科目の履修期間・募集申込期間

新入生は、春期開講分は 
4/12からの追加募集で忘れず申し込もう!

以降は、各開講の前の期の先行募集で申し込む。



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.11～13参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.11、pp.32～65参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～31

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

TW テキスト作品科目 作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～22

作品
11～20

作品
11～21

作品
11～20

作品
11～20

TX テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

WS Webスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

S スクーリング科目

夏期先行募集
17～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2022年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
12～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
9～（開講30～5
日前）

冬期追加募集
9～（開講30～5
日前）

GS 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2022年度
春季申込
2月中旬～

・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
・ スクーリング科目における追加募集の締切日につきましては、airUマイページ＞スクーリング＞「スクーリングを申し込む」＞スクー
リング一覧より確認してください。

卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
※ ただし、卒業要件の必修TR・TW科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格かつ当該科目以外の卒業要件を充たす見込みの方に限り、冬期の履修を認めることがあります。
　詳細は『学習ガイド』p.70を確認してください。

3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.33～36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.40～45参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.49～57参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.66参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.71～73を確認してください。

4

『学習ガイド』 p11参照
『コースガイド』p4 参照

Ｓ科目の履修期間・募集申込期間

夏期開講分は 
5/17～25の先行募集で申し込もう!S科目 

春期（4～6月）分は追加募集で申し込む。
以降は、各開講の前の期の先行募集で申し込む。



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.11～13参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.11、pp.32～65参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～31

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

TW テキスト作品科目 作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～22

作品
11～20

作品
11～21

作品
11～20

作品
11～20

TX テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

WS Webスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

S スクーリング科目

夏期先行募集
17～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2022年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
12～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
9～（開講30～5
日前）

冬期追加募集
9～（開講30～5
日前）

GS 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2022年度
春季申込
2月中旬～

・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
・ スクーリング科目における追加募集の締切日につきましては、airUマイページ＞スクーリング＞「スクーリングを申し込む」＞スクー
リング一覧より確認してください。

卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
※ ただし、卒業要件の必修TR・TW科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格かつ当該科目以外の卒業要件を充たす見込みの方に限り、冬期の履修を認めることがあります。
　詳細は『学習ガイド』p.70を確認してください。

3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.33～36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.40～45参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.49～57参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.66参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.71～73を確認してください。

4

『学習ガイド』 p11参照
『コースガイド』p4 参照

Ｓ科目の履修期間・募集申込期間

秋期開講分は 
8/17～25の先行募集で申し込もう!S科目 

春期（4～6月）分は追加募集で申し込む。
以降は、各開講の前の期の先行募集で申し込む。



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.11～13参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.11、pp.32～65参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～31

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

TW テキスト作品科目 作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～22

作品
11～20

作品
11～21

作品
11～20

作品
11～20

TX テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

WS Webスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
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レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20
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夏期先行募集
17～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2022年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
12～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
9～（開講30～5
日前）

冬期追加募集
9～（開講30～5
日前）

GS 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2022年度
春季申込
2月中旬～

・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
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卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
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3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.33～36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.40～45参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.49～57参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.66参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.71～73を確認してください。
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『学習ガイド』 p11参照
『コースガイド』p4 参照

Ｓ科目の履修期間・募集申込期間

冬期開講分は 
11/17～25の先行募集で申し込もう!S科目 

春期（4～6月）分は追加募集で申し込む。
以降は、各開講の前の期の先行募集で申し込む。



コース専門演習スクーリング科目は、申し込み後、科目の到達目標に応じて設定されるairUマイページを
活用した自宅での事前学習と2日間相当の対面授業の受講を通して取り組み、作品を完成させる科目です。
一部、オンラインを使用した「遠隔授業」もあります。授業で指導・講評を受け完成した作品を自宅で
ブラッシュアップし課題作品集（※）にまとめておきましょう。
　（※）  課題作品集のまとめ方については、教材BOXもしくはairUキャンパス＞コースサイト＞学習支援＞卒業

制作に必要となる「課題作品集の作り方」参照。

airUマイページ
ログイン

スクーリング申込
シラバス確認 事前課題 スクーリング

受講
合格 単位認定

ふりかえり
「課題作品集」
にまとめる

●履修の推奨順序と前提条件
１年次配当の「空間演出デザインⅠ-1～Ⅱ-3」と2年次配当の「空間演出デザインⅢ-1～Ⅳ-3」の12科目
は配当年次以外に履修の前提条件はなく、年次が到達していれば自由に受講が可能ですが、まず「空間
演出デザインⅠ-1～3」を先に受講することが望ましく、その後、他の科目をスケジュールに合わせて受
講していただくことを想定しています。
3年次配当の「空間演出デザインⅤ-1～10」は、10科目の中から受講したい科目を自由に6つ選択受講し
ていただきますが、履修の前提条件としてスクーリング申し込み時期までにテキスト科目「空間演出デ
ザイン基礎1」と「空間演出デザイン演習Ⅱ-1」を合格している必要があります。
また4年次配当（卒業制作）スクーリング科目では、「卒業制作1、2」は卒業制作着手要件を充足後、「卒
業制作3～6」は履修の前提条件を充足後、受講が可能になります。
以上の通り、3・4年次配当のスクーリング科目は履修の前提条件があり、スクーリング申し込みまでに
条件を満たしていなければ申し込みされても不許可となりますのでご注意ください。

＜スクーリング科目の履修の前提条件＞

●スクーリング受講成立条件と欠席・遅刻・早退の取り扱い
スクーリング科目では、基本的に「事前課題の取り組み及び、期限までの提出」「2日間（全10講時）の
出席」「作品・成果物の完成と発表」が認められることで受講が成立します。
欠席はもちろんですが、遅刻、早退、中抜けも「授業放棄」と見なされ、確認された段階で欠席扱いと
なり単位認定対象から外れますので十分に注意してください。
もしやむを得ない事情により一時的に欠席するような事態が発生した場合は、その旨を速やかに事務局
までお知らせください。

履修にあたってのルール

4年次
（卒業制作）

卒業制作
1、2

前年度末までに卒業制作着手要件を充足していること。
（詳細は本書pp.6～7参照）

スクーリング申込までに「卒業制作3～6」の履修の前提条件を満たすこと。
（詳細は本書pp.6～7参照）

卒業制作
3～6

スクーリング申込時期までに以下のテキスト科目を合格済みであること。
「空間演出デザイン基礎1」「空間演出デザイン演習Ⅱ-1」

なし
なし

1年次
2年次

3年次

※各科目が「合格済み」であることは成績（履修状況）が「単位修得見込み」または「単位修得済み」であることを
　指します。

11. 専門演習スクーリング科目（S）

※一部の科目では、自宅で受講する
　遠隔授業を選択できます。
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Ｓ科目の注意点

●スクーリング開講時間
開講時間は1講時80分です。ただし学外開講スクーリングなど必要に応じて時間帯を変更する場合があ
ります。また、最終日は講評会がやむを得ず長引く場合があります。終了後すぐに出発しなければ帰宅
の交通機関に間に合わない場合は担当教員にその旨を伝え、講評の順番を早めてもらってください。
Ⅰ講時 9：30 ～ 10：50
Ⅱ講時 11：00 ～ 12：20
Ⅲ講時 13：20 ～ 14：40
Ⅳ講時 14：50 ～ 16：10
Ⅴ講時 16：20 ～ 17：40

●無線LAN接続によるインターネット利用
持参したノート型PCを使用するスクーリング授業では、個人のパソコンを大学の無線LANに接続しま
す（有線接続はできません）。学内で無線LANに接続するときには、その都度「学内LAN利用アカウント」
の入力が必要となりますので、スクーリング期間中は必ず携行してください。
学内の無線LAN利用にあたっては、まずスクーリング初日に個人パソコンに Wi-Fi 接続設定を行ってい
ただきます。接続方法の手順は『学習ガイド』pp.91 ～ 93を参照してください。
コースサイトの「お役立ち」ページにもコース独自で作成した「学内無線LAN接続ガイド」と「授業共
有フォルダ接続ガイド」のPDFデータをアップロードしていますのでご参照ください。

●スクーリングで制作した作品の振り返りについて
作品データを保存しておくことは、課題作品集（※）を作成するうえで、重要な材料の一つとなります。
スクーリングで制作した作品（図面、模型、立体、データなど）は、基本は皆さんに持ち帰っていただ
きますので、図面、模型などは持ち帰り用の袋を用意することをお勧めします。すぐに廃棄せずにでき
るだけ保存をしておいてください。おおよその作品サイズはairUマイページの各スクーリング科目シラ
バスの「最終成果物」欄に記載していますので参考にしてください。ただし、サイズが大きい立体作品
でそのままの保存が難しい場合は、デジタルカメラで撮影し保管しておいてください。研究室で撮影し
たデータの提供は行いません。
（※） 課題作品集についてはairUキャンパス＞コースサイト＞学習支援＞卒業制作に必要となる「課題作品集の 

　作り方」参照。

●スクーリング授業風景や作品撮影およびその取り扱い
スクーリング中に大学が撮影した授業風景や作品写真はairUマイページの授業紹介や参考作品として使
用させていただくことがあります。差し支えのある場合は撮影時に直接担当教員まで申し出てください。
また学生間で互いの作品等を撮影する場合は必ず制作者本人の了承を得るように注意してください。

スクーリング受講中および受講後
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『コースガイド』p22～24参照



『コースガイド』p22～24参照

□欠席、遅刻、早退 ×  
・原則、単位認定できません！  
□スクーリング申込み  
・3ヶ月に1度の申し込みを忘れずに 
・できるだけ「先行募集」で申込む！ 
□事前課題の期日までの提出を忘れず  
・指定期日までに未提出の場合、原則単位修得できませんので要注意。 
□スクーリング受講準備 
・持参物、アプリケーションのインストールを忘れず 
・airU利用登録通知と学内LAN利用アカウントの両方を常に持参する 
□著作権に注意 

ʷतۀͷԻɺըɺެ։�
ʷतۀͷෳɺ�
ʷଞֶੜͷ࡞ͷແஅࡱӨɺෳ 『学習ガイド』 p50-62、p164-166参照

Ｓ科目の注意点



『コースガイド』p22～24参照

□開講形態は2種類（科目により異なります。） 
①オンライン限定開講 
②対面とオンラインのハイブリッド開講 
□Zoomの使用 
・遠隔開講ではオンライン会議ソフトウェア「Zoom」を使用します。  
□受講環境  
・自宅では安定した接続のために無線ではなく、有線LANを強く推奨します。 
・使用ソフトウェアが起動して使用可能なことを確認しましょう。 
・作品を撮影して自身のパソコンにデータとして取り込めるように。 
・プリンターが身近にあると便利でしょう。

遠隔Ｓ科目の注意点



『コースガイド』p22～24参照

□操作が不安な方は対面S科目を受講しましょう。 
・接続トラブル等で授業内容を完遂できなかった場合、 
　単位認定できないことがあります。 

□都合が付く方はぜひ対面S科目へお越しください。  
・学友に囲まれて受ける刺激や学びもありますので、 
　可能な場合は対面で、都合の付かない場合は遠隔で、 
　受講されることをオススメします。 

遠隔Ｓ科目がありますが、

何よりも、我々はできるだけ皆さんとお会いしたい！



TR 
科目

学部共通専門教育科目（TR）は自宅でレポートを作成して合格した後、単位修得試験を受験する科目で
す。本書pp.10～11「履修条件図」に掲載されている学部共通専門教育科目（必修科目、二級建築士受験
資格指定科目）はすべてairUマイページ（Web）上での履修となります。
自宅でairUマイページにてシラバスを確認の上、テキストや参考文献、提供される教材をもとに学習しレ
ポートを完成させます。完成したレポートはairUマイページを使ってデータ提出し、教員の添削指導を受け
ます。合格後、airUマイページで単位修得試験を指定の期日内に受験し合格すれば単位認定となります。

airUマイページ
ログイン

シラバス確認
（映像視聴）
（章末テスト）

レポート作成
提出

合格 単位修得試験
受験

合格 単位認定 ふりかえり

●履修順序
必修科目の学部共通専門教育科目では特に履修の順序はありませんが、卒業制作に取り組む前年度末ま
でに満たすべき「卒業制作着手要件」に「マーケティング概論」「ブランディングデザイン論」「生活空
間デザイン史」「インテリア計画論1」が含まれていますので、留意して履修計画をたててください。

●提出の受付と返却の目安
・TR科目の提出
　4月、7月、10月、1月の21日～30日　13：00まで
　　・airUマイページは当日13：00大学サーバー着信分まで
　　・返却は提出月度の翌月下旬（20日～ 28日前後）をめどに行います。

各提出期間の締切後に到着したものは、次の提出期間に受け付けます。注意してください。

●単位修得試験
TR科目はレポート合格後、単位修得試験に合格しなければ単位認定されません。忘れず指定期間内に受
験してください。Web試験は事前申込不要です。
▶airUマイページでの単位修得試験は『学習ガイド』pp.40 ～ 41参照。

●airU学習ガイドをよく確認してください
提出にあたっての注意事項はairU学習ガイド＞2.履修・学習＞「テキスト科目（TR）」をよく確認する
ようにしてください。また、『学習ガイド』pp.184 ～ 187「論文・レポートを書くために」でレポート書
き方のルールが説明されていますので、こちらも参照してください。

●二級建築士受験資格指定科目は自由選択科目です
二級建築士受験資格を卒業と同時に得ようとする方は卒業までに指定科目10単位（5科目）を合格する
必要があります（▶本書p.6参照）。ただし、自由選択科目ですので、合格しなくてもその他の卒業要件
を満たした場合は卒業となり受験資格は得られなくなりますので、早期の受講を推奨します。

履修にあたってのルール

その他

12. 学部共通専門教育科目（TR）※必修科目
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コース専門科目の履修形態③

『コースガイド』p25参照

上記の流れについて、airUマイページで確認しよう



履修する科目を選択！



まずはシラバスから

バーに従って順に進もう



「試験のポイント」を頭に入れて 
から学習を始めるのがオススメ！



レポート提出ページ



提出レポートを入力

設問が複数の場合は 
全て入力しましょう。



提出ボタン

設問が複数の場合は 
全て入力しましょう。

添付ファイルやキャプ
ションが求められたら 
忘れず入力。

参考文献・註も入力。

ここでも提出完了を見届けること！



レポート評価確認ページ

評価と講評を確認しましょう

合格したら、次は単位修得試験へ！



単位修得試験ページ

「試験のポイント」で学んだ内容が設問
としてランダムに出題されます。

制限時間がカウントダウン 
 されますが、焦らず！

解答を入力

ページ下部「解答を提出する」 
   のボタンを押して終了！

ここでも提出完了を見届けること！



結果確認ページ

採点結果を確認しましょう

「レポート課題」「試験」ともに合格することで単位認定されます。



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.11～13参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.11、pp.32～65参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～31

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

TW テキスト作品科目 作品
11～20

作品
11～20

作品
11～20

作品
11～22

作品
11～20

作品
11～21

作品
11～20

作品
11～20

TX テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

WS Webスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

S スクーリング科目

夏期先行募集
17～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2022年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
12～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
9～（開講30～5
日前）

冬期追加募集
9～（開講30～5
日前）

GS 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2022年度
春季申込
2月中旬～

・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
・ スクーリング科目における追加募集の締切日につきましては、airUマイページ＞スクーリング＞「スクーリングを申し込む」＞スクー
リング一覧より確認してください。

卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
※ ただし、卒業要件の必修TR・TW科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格かつ当該科目以外の卒業要件を充たす見込みの方に限り、冬期の履修を認めることがあります。
　詳細は『学習ガイド』p.70を確認してください。

3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.33～36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.40～45参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.49～57参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.66参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.71～73を確認してください。

4

TR科目 
レポート提出：4・7・10・1月の年4回 
単位修得試験：6・9・12・3月の年4回

『学習ガイド』 p11参照
『コースガイド』p4 参照

TR科目の履修期間・課題提出期間



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.11～13参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.11、pp.32～65参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～30

試験
1～8

レポート
21～31

試験
1～8

レポート
21～30
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1～8
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作品
11～20

作品
11～22

作品
11～20

作品
11～21

作品
11～20

作品
11～20

TX テキスト特別科目 課題の提出期間は科目により設定されます。

WS Webスクーリング科目 レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

レポート
21～28

最終講評
13～20

S スクーリング科目

夏期先行募集
17～25

秋期先行募集
17～25

冬期先行募集
17～25

2022年度
春期先行募集
3月下旬

春期追加募集
12～（開講30～5

日前）

夏期追加募集
10～（開講30～5

日前）

秋期追加募集
9～（開講30～5
日前）

冬期追加募集
9～（開講30～5
日前）

GS 藝術学舎科目 夏季申込
5月初旬～

秋季申込
8月初旬～

冬季申込
11月初旬～

2022年度
春季申込
2月中旬～

・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
・ スクーリング科目における追加募集の締切日につきましては、airUマイページ＞スクーリング＞「スクーリングを申し込む」＞スクー
リング一覧より確認してください。

卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
※ ただし、卒業要件の必修TR・TW科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格かつ当該科目以外の卒業要件を充たす見込みの方に限り、冬期の履修を認めることがあります。
　詳細は『学習ガイド』p.70を確認してください。

3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.33～36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.40～45参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.49～57参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.66参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.71～73を確認してください。

4

TR科目 
レポート提出：4・7・10・1月の年4回 
単位修得試験：6・9・12・3月の年4回

『学習ガイド』 p11参照
『コースガイド』p4 参照

年度内は再受験可

TR科目の履修期間・課題提出期間
もし受験できなかったり 
不合格になったとしても、



TR科目の注意点

『コースガイド』p25参照

□履修の前提条件  
・卒業制作着手要件にかかわる科目あり  
□提出の受付と返却の目安  
・TR科目：4, 7, 10, 1月の21日~30日  
　※返却は翌月下旬（20～28日）をめど  
□単位修得試験  
・レポート合格後、単位修得試験に合格してはじめて単位認定 
□二級建築士受験資格及び登録資格指定科目  
・自由選択科目。卒業までに合格しておく必要あり。なるべく早めに合格を！ 
□提出にあたって 
・提出物の体裁、提出方法を遵守（不備ある場合評価不能となります。） 
・著作権、剽窃、盗用に注意（学習ガイド参照） 

『学習ガイド』 p33-45、p164-166、p190参照



3. 学習を進めるにあたって
学習を進めるにあたっては、『学習ガイド』もあわせて参照してください。

1．履修形態 ▶『学習ガイド』pp.11～13参照
通信教育課程における開講科目は、「テキスト科目」と「スクーリング科目」に大きく分けられます。
本学通信教育課程では、自宅学習や対面授業、レポートや作品など課題によって科目の形態が6種類あります。

テ キ ス ト 科 目

TR テキストレポート科目 レポート課題と単位修得試験のある科目

自宅学習
TW テキスト作品科目 作品課題の科目

TX テキスト特別科目 卒業関連科目、論文研究など特別な科目

スクーリング科目

WS ウェブスクーリング科目 Web上での動画学習とレポート試験／作品課題がある科目

S スクーリング科目 対面／遠隔授業のある科目 対面／遠隔
授業GS 藝術学舎科目 本学が開講する公開講座藝術学舎を受講する科目

2．履修期間・課題提出期間 ▶『学習ガイド』p.11、pp.32～65参照
それぞれ3ヶ月タームで履修の区切りがあります。課題提出期間は科目区分によって決まっています。
課題提出・単位修得試験

スケジュール
春期 夏期 秋期 冬期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

TR テキストレポート科目 レポート
21～30
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1～8

レポート
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・ 対面の単位修得試験の今年度の試験実施日と受験申込期間は『学習ガイド』pp.41～42を参照してください。
・ スクーリング科目における追加募集の締切日につきましては、airUマイページ＞スクーリング＞「スクーリングを申し込む」＞スクー
リング一覧より確認してください。

卒業判定にかかる方は卒業関連科目以外の科目を冬期（1月～3月）に履修することはできません。
※ ただし、卒業要件の必修TR・TW科目において、秋期（10月～12月）のレポート・作品課題もしくは単位修得試験が
不合格かつ当該科目以外の卒業要件を充たす見込みの方に限り、冬期の履修を認めることがあります。
　詳細は『学習ガイド』p.70を確認してください。

3．課題提出方法 ▶『学習ガイド』pp.33～36参照
課題提出形態は「airU」「郵送」「窓口」の3種類です。科目により「airU」のみで受け付けるもの、「郵送」または「窓口」
のみで受け付けるものもあります。それぞれの締切日の到着は、「airU」は13時までに大学のサーバーに着信済、「郵送」
は本学に必着、「窓口」は京都・瓜生山キャンパス通信教育課程事務局窓口にて17時までに受付済、と定められています。

4．単位修得試験 ▶『学習ガイド』pp.40～45参照
テキストレポート科目（TR）では、レポート合格後に単位修得試験が受験可能です。単位修得試験はWeb（airUマイページ）
と対面（京都・東京）で受験できます。なお、レポート課題提出形態によって、受験方法が異なり、airUマイページでレポートを
提出した場合はWeb受験、郵送・窓口でレポートを提出した場合はWebまたは対面どちらかで受験します。

5．スクーリングの申し込み方法・キャンセル ▶『学習ガイド』pp.49～57参照
スクーリング科目（Ｓ）の申し込みは3ヶ月ごとに募集を行います。申込スケジュールを確認し、期日内にairUマイページま
たは郵送・窓口より手続きしてください。また、受講許可後はキャンセル時期により10～100％のキャンセル料が発生します。

6．藝術学舎科目 ▶『学習ガイド』p.66参照
年4回3ヶ月ごとの季に分けて開講している一般公開講座です。講座を受講することで通信教育部で有効な単位の修得が可
能です。詳細は、藝術学舎Webサイト、パンフレットを参照してください。藝術学舎の単位認定に関しては『学習ガイド』
pp.71～73を確認してください。

4

春期 夏期 秋期 冬期

履修期間・課題提出期間

『学習ガイド』 p11参照
『コースガイド』p4 参照季節毎、３ヶ月のリズムを意識しましょう



通信で学ぶ仕組みは理解できましたか？ 
慣れるまでは及び腰になってしまいがちですが、 
まずは一歩踏み出し、全ての履修形態を体験しましょう！ 

自宅学習はとにかく、 
デザイン基礎１「二次元ドリル」から始めましょう。 
５月度の提出が目標です!!!


